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平
成
17
年
度 

  

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定 

佐
倉
市
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定 
9月定例会 

　ª月定例会は、ª月¢日から29日までの26日間にわたり開かれました。今定例会では、「平成

18年度佐倉市一般会計補正予算」など議案33件が提出され、すべて原案のとおり承認・認定・

可決・同意しました。

　請願・陳情については『「農地・水・環境保全向上対策」に関する請願』など™件（うち

継続審査案件¡件）、議員発議については「出資法の上限金利の引き下げ等を求める意見書」

など∞件を提出し審議しました。

　一般質問には、各会派の代表質問に§人、個人質問に11人が登壇し、市政について広範囲の

質問を行いました。

小竹小学校（余裕教室を活用した学童保育所を12月に開設予定） 小竹小学校（余裕教室を活用した学童保育所を12月に開設予定） 

決算審査特別委員会の審査 

No.４２ 

　平成17年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の決算審査を行うため、 

決算審査特別委員会を設置しました。選出した委員は次のとおりです。 

◎中村克几　○櫻井道明　　道端園枝　　岡村芳樹　　兒玉正直 

　川名部実　　宮部恵子　　神田徳光　　櫻井康夫　　押尾豊幸 

　中村孝治　　冨塚忠雄　　寺田一彦　　　　　　　　◎委員長　○副委員長 

　決算審査特別委員会は、£日間に 
わたり一般会計歳入歳出決算認定な 
ど10議案について、行政効果ならび 
に費用対効果を中心に、適正かつ効 
率的に執行されているか審査を行い 
ました。
 

　定例会の最終日には中村克几委員長の審査結果報告があり、次の£点を要望しま 
した。
  
①集中改革プランを進めていくうえでのアンケート調査については、より具体的な 
　数値が得られるよう、引き続き研究されたい。 
 

②消防団は地域の防災活動に不可欠であり、市はその活動に対し、住民の理解が得 
　られるよう、防災上また市民協働の観点からも積極的に支援されたい。 
 

③敬老事業については、事業全体を見直し、参加者の満足を得られること、また参 
　加者の増加に向け、更なる努力をされたい。

決算審査特別委員会を設置 

平成17年度決算を審査

歳入決算額 歳出決算額 差引残額 

（円） （円） （円） 

③ 38,649,751,699 36,834,039,995 1,815,711,704

特　 
④ 12,676,550,761 12,659,763,313 16,787,448

⑤ 12,911,730 12,911,730 0

別 
⑥ 247,884,687 247,884,372 315

⑦ 2,539,877,377 2,501,270,655 38,606,722

会 
⑧ 9,827,300,234 9,797,411,234 29,889,000

⑨ 21,711,730 21,703,142 8,588

計 
⑩ 5,812,318,665 5,722,634,937 89,683,728

⑪ 5,997,847 1,072,140 4,925,707

事業収益 事業費用 純利益 

（円） （円） （円） 

⑫ 3,685,923,906 3,216,447,935 469,475,971

※丸数字は議案番号 

平成17年度会計別決算の状況 

会　計　名 

※丸数字は議案番号 

会　計　名 

一 般 会 計  

国民健康保険 

交通災害共済事業 

公共用地取得事業 

下 水 道 事 業  

老 人 保 健  

農業集落排水事業 

介 護 保 険  

災害共済事業 

水 道 事 業  



●
市
民
協
働
型
自
治
運
営
に
つ
い
て 

　
　
市
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

活
発
に
行
わ
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
共
通
の

願
い
で
あ
る
。
今
日
の
地
域
社
会
に

お
い
て
は
、
個
人
の
生
活
重
視
の
志

向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

社
会
へ
の
関
心
も
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
て
、
自
治
会
等
の
役
員
の
引
き

受
け
手
が
い
な
い
よ
う
な
地
域
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
協
働
型
自

治
運
営
の
推
進
に
関
し
て
、
ど
の
よ

う
な
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
本
議
会
で
市
民
協
働
の
推
進
に

関
す
る
条
例
を
提
案
し
、
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
こ
の
条
例
に
お
い
て
は
、
行
政
、

地
域
、
そ
し
て
市
民
公
益
活
動
の
３

つ
の
側
面
に
対
す
る
市
民
参
加
を
推

進
す
る
た
め
の
制
度
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。
具
体
的
に
は
、
政
策
形
成
過

程
参
加
手
続
き
、
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
へ
の
支
援
、
市
民
公
益
活
動

へ
の
支
援
を
位
置
づ

け
、
市
民
協
働
に
よ

り
自
治
力
を
高
め
、

魅
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。 

●
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て 

　
　
平
成
17
年
度
決
算
の
概
要
と
と

も
に
、
決
算
に
影
響
を
与
え
た
と
思

わ
れ
る
制
度
改
正
な
ど
の
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
厳
し
い

現
状
の
中
で
、
将
来
に
向
け
て
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
。 

　
　
平
成
17
年
度
は
、
枠
配
分
と
し

て
各
部
局
に
お
い
て
、
重
要
度
に
応

じ
て
事
業
額
を
決
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
予
算
執
行
を
進
め
た
結
果
、
黒

字
決
算
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争

入
札
へ
の
移
行
と
い
う
入
札
制
度
の

改
善
に
よ
り
、
約
３
億
円
の
経
費
が

削
減
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
今
後

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
佐
倉
市

財
政
運
営
検
討
委
員
会
の
提
言
に
従

い
、
持
続
可
能
な
財
政
を
確
立
す
る

た
め
に
市
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
歳
入
規
模
に
合
わ
せ
た
歳
出
規

模
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
経
常
経
費

の
抑
制
、
新
規
事
業
の
厳
選
、
歳
入

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
、
財

源
を
重
点
的
、
効
率
的
に
配
分
し
、

経
済
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
的
確
、
柔
軟
な
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
。 

●
ち
ば
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
と
佐
倉
の

観
光
振
興
に
つ
い
て 

　
　
千
葉
県
初
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
聞

い
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
明
年
２
月
か

ら
４
月
に
全
国
規
模
で
千
葉
の
広
報

宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
、
各
旅
行
会

社
は
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
て
、
千
葉
向
け

旅
行
商
品
の
販
売
を
積
極
的
に
行
う
、

未
だ
か
つ
て
な
い
観
光
客
集
客
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
佐
倉
市
も
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
最
大
限
Ｐ
Ｒ
し
な
い

手
は
な
い
と
考
え
る
。
交
通
機
関
や

宿
泊
施
設
、
各
団
体

等
へ
の
呼
び
か
け
等
、

市
の
取
り
組
み
を
伺

う
。 

　
　
お
も
て
な
し
事

業
や
、
各
施
設
ま
で

の
交
通
手
段
等
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
佐

倉
駅
長
を
始
め
、
観
光
協
会
、
商
工

会
議
所
、
地
元
商
店
主
等
の
協
力
の

も
と
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

京
成
佐
倉
駅
前
観
光
案
内
所
・
Ｊ
Ｒ

佐
倉
駅
前
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
手

荷
物
預
り
所
を
設
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
協
力
を
得
て
、
国
重
要

文
化
財
の
旧
堀
田
家
住
宅
等
を
案
内

す
る
予
定
も
あ
る
。
こ
の
機
会
を
契

機
に
、
広
報
宣
伝
活
動
を
行
う
と
と

も
に
「
お
も
て
な
し
の
心
」
の
醸
成

を
図
る
。 

●
障
害
者
施
策
に
つ
い
て 

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
10
月
実

施
に
向
け
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費

全
体
で
１
億
円
か
か
る
が
、
市
が
障

害
者
を
支
え
る
姿
勢
を
伺
う
。

　
　
地
域
生
活
支
援
事
業
へ
の
国
や

県
か
ら
の
補
助
が
少
な
い
の
で
、
今

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
に
は
市
の
持
ち
出
し
を

増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
大
変
苦

慮
す
る
面
が
あ
る
。
こ
の
事
業
の
性

格
に
ふ
さ
わ
し
い
国
の
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
国
に
対
し
て
働
き
か
け

を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

●
水
害
対
策
に
つ

い
て 

　
　
７
月
14
日
の
雷

雨
の
際
、
井
野
地
区
・

旧
野
口
屋
裏
は
、
付
近
住
民
が
「
こ

ん
な
水
か
さ
は
見
た
こ
と
が
な
い
」

と
言
う
ほ
ど
の
水
位
と
な
り
、
床
下

浸
水
の
被
害
と
な
っ
た
。
旧
野
口
屋

裏
の
対
策
に
、
排
水
用
パ
イ
プ
の
布

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。
　
　
　

　
　
現
状
で
は
60
㎝
の
側
溝
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
、
既
存
側

溝
の
改
修
や
水
路
用
地
に
余
裕
の
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
既
存
の
側
溝
脇

に
60
㎝
の
配
水
管
を
布
設
し
、
暫
定

改
修
に
努
め
る
。 

●
市
税
等
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て 

　
　
財
政
改
善
の
た
め
市
税
滞
納
額

25
億
５
千
万
円
、
国
保
税
滞
納
額
27

億
円
の
回
収
が
重
要
で
あ
る
。
対
応

策
を
問
う
。

　
　
市
税
滞
納
額
の
縮
減
に
向
け
て

徴
収
計
画
に
基
づ
き
滞
納
整
理
を
実

施
し
て
い
る
が
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
さ
れ
な
い
方
に
は
督
促
状
等
に
よ

り
納
税
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一

定
期
間
の
夜
間
臨
戸
徴
収
と
休
日
納

税
相
談
と
あ
わ
せ
た
納
税
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
。
平
成

15
年
度
か
ら
不
動
産

や
電
話
加
入
権
の
公

売
換
価
事
務
も
実
施

し
今
年
度
か
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
導
入
し
た
。

●
自
治
会
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て

　
　
市
民
協
働
は
地
域
の
自
治
会
を

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
が
「
カ
ギ
」
と
考
え
る
。

対
応
策
を
問
う
。

　
　
議
員
か
ら
も
ご
提
言
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
地
域
づ
く
り
は
地

域
を
リ
ー
ド
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

の
存
在
が
大
変
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
自
治
と
協
働
の
担
い
手
を

つ
く
る
講
習
会
等
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
関
心
を

高
め
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
た
め
講
演
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
る
。

●
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
と
子
供
会
に 

つ
い
て 

　
　
子
供
の
生
活
習
慣
、
モ
ラ
ル
、

マ
ナ
ー
は
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
共
同
で
取
り
組
む
問
題
で
あ
る
。

地
域
の
子
供
会
の
活
動
方
策
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
の
高
揚
の
場

と
し
て
子
供
会
の
存
在
は
重
要
。
そ

の
活
動
は
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
遊
び
を
中
心
と
し
た
様
々
な
体
験

活
動
を
通
し
、
子
供
自
身
が
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
学
び
考
え
主
体
的
に

判
断
し
行
動
し
な
が
ら
課
題
を
解
決

す
る
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
集
団
で
の
活
動
に
よ
り
モ

ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
体
得
し
、
社
会
生

活
に
お
け
る
ル
ー
ル
は
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
学
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
自
治
会
や
各

種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
方
々
の
お
力

添
え
の
も
と
、
様
々
な
活
動
の
場
を

つ
く
り
体
験
を
深
め
る
中
で
ル
ー
ル

を
学
び
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
、
人
へ

の
気
遣
い
の
心
を
養
っ
て
い
け
る
よ

う
な
子
供
会
を
育
て
て
い
き
た
い
。

●
平
和
問
題
　
佐
倉
市
国
民
保
護 

計
画
策
定
に
関
し
て 

　
　
平
時
か
ら
敵
の
攻
撃
、
或
い
は

テ
ロ
を
想
定
し
町
内
会
を
動
員
し
て

の
啓
発
・
訓
練
が
行
わ
れ
る
事
は
憲

法
９
条
違
反
。
戦
争
は
軍
事
作
戦
が

最
優
先
さ
れ
住
民
の
保
護
な
ど
さ
れ

な
い
事
は
沖
縄
の
歴
史
が
物
語
っ
て

い
る
。
平
和
条
例
を
制
定
し
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
事
と
の
整
合
性

が
な
い
。
市
の
姿
勢
を
問
う
。 

　
　
平
和
の
意
義
を
普
及
す
る
事
業

を
実
施
し
な
が
ら
、
同
時
に
市
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
為
の
行
動
の
基

本
と
な
る
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す

る
事
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
住

民
の
避
難
、
誘
導
、
救
援
等
の
措
置

を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め

に
備
え
て
お
く
も
の
と
考
え
る
。 

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

　
　
子
育
て
を
し
て
い
る
親
達
は
孤

軍
奮
闘
の
時
が
あ
る
。
①
乳
児
宅
訪

問
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
②
母
子
世

帯
に
対
す
る
経
済
的
支
援
③
働
き
続

け
ら
れ
る
子
育
て
支
援
策
を
求
め
る
。 

　
　
①
今
後
も
各
保
健
セ
ン
タ
ー
が

地
域
の
拠
点
と
な
り

第
一
子
全
数
訪
問
指

導
の
充
実
に
取
り
組

む
②
今
年
度
よ
り
就

業
対
策
を
開
始
。
こ

の
他
自
立
に
必
要
な

情
報
提
供
や
指
導
等
も
準
備
を
進
め

て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
は
経
済
的
支

援
が
中
心
だ
っ
た
が
今
後
は
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
を
し
な
が
ら
収
入
面

で
も
安
定
し
た
就
業
を
可
能
に
す
る

為
の
支
援
や
就
業
等
の
相
談
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
③
今
後
も
ニ
ー

ズ
調
査
等
を
進
め
る
中
で
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。 

●
子
ど
も
の
人
権
擁
護
と
子
育
て 

支
援
に
つ
い
て 

　
　
①
佐
倉
市
に
お
け
る
障
が
い
を

持
つ
子
の
就
学
指
導
及
び
就
学
時
健

診
に
つ
い
て
伺
う
。 

②
子
ど
も
の
虐
待
へ
の
対
応
と
庁
内

組
織
及
び
民
生
児
童
委
員
、
教
育
機

関
、
民
間
支
援
組
織
等
と
の
連
携
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
①
就
学
先
に
つ
い
て
は
、
就
学

指
導
委
員
会
の
審
議
結
果
に
基
づ
き
、

保
護
者
の
意
向
を
十
分
聞
い
た
上
で

判
断
す
る
。
就
学
相
談
に
つ
い
て
も
、

保
護
者
や
学
校
の
求
め
に
応
じ
て
、

学
校
と
保
護
者
の
協
力
体
制
を
築
く

よ
う
対
応
す
る
。
人
的
配
置
に
つ
い

て
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
県
費

負
担
の
教
員
増
の
要
請
と
、
介
助
補

佐
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
く
。 

②
現
在
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
対

応
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
基
づ
き
、
受

理
会
議
を
行
い
緊
急
性
の
判
断
を
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
ケ
ー
ス
検
討
会

議
を
行
い
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
保
健

師
、
民
生
児
童
委
員

等
か
ら
の
情
報
把
握

と
対
応
に
努
め
て
い

る
。
相
談
内
容
は
複

雑
で
深
刻
な
も
の
が

多
く
、
相
談
者
も
年
々

増
加
し
て
い
る
。
専
門
的
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
共
に
未
然
防
止
策
が

重
要
と
考
え
る
。 

●
市
の
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て 

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴

う
問
題
と
影
響
及
び
市
の
障
が
い
者

施
策
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
の
利
用
者
負
担
軽
減
策
の
周
知
、

障
害
程
度
区
分
判
定
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
の
関
係
、「
障
害
福
祉
計
画
」

策
定
状
況
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
。 

　
　
佐
倉
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
は
、

10
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
地
域
生
活

支
援
事
業
の
周
知
と
あ
わ
せ
て
関
係

者
へ
個
別
に
知
ら
せ
る
。
障
害
程
度

区
分
判
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
使
え

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
地
域
生
活
支
援
事
業
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
は
、
要
約
筆
記
者
派
遣
事

業
・
養
護
学
校
生
等
日
中
活
動
体
験

事
業
・
移
動
支
援
事
業
。「
障
害
福

祉
計
画
」
と
市
の
「
障
害
者
計
画
」

は
、
一
体
化
し
て
策
定
す
る
。
当
事

者
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
、
当
事

者
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
計
画
を
つ
く
り

た
い
。 
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代
表
質
問 

さくら会 

中村孝治 

公明党 

市政会 

岡村芳樹 

新社会党 

勝田治子 

日本共産党 

臼井尚夫 

市民ネット 
ワーク 
工藤啓子 

市
政
に
関
す
る 

一 
般 
質 
問 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
に
関
係
な
く
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
９
月
定
例
会
で
は
、
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
に
対
し
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館
に
て

会
議
録
（
12
月
上
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
12
月
配
信
予
定
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※【障害者自立支援法】 

　障害者及び障害児がその有す

る能力及び適正に応じ、自立し

た日常生活又は社会生活を営む

ために必要な障害福祉サービス

等が総合的に提供されるよう、

障害者自立支援法が施行されま

した。 

用語解説 

No.４２ 

兒玉正直 

印旛沼の自然と触れ合う交流 
の場となっている 
　　　    （佐倉ふるさと広場） 

浸水被害が起こりやすい地域の早期 
の全面整備が待たれる 
　　　　　（高野川流域・井野地先） 

※ 

※ 


